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第五版への序文

1998 年 6 月初版発行以来，四半世紀に渡り，多数の実験室，研究室，研究
者にご好評をもって迎えられ，多くの大学での教科書として採用されておりま
すことを嬉しく思います．

初版から第４版までは，添付のアドインソフトStatcel，Statcel97，Statcel2，
Statcel3，Statcel4 を CD に収録してご利用いただいておりました．しかし，
今般のパソコン環境では CD が内蔵されておりません．このことから，書籍を
ご購入されて，ユーザー登録していただいた方に出版社のウェブサイトからア
ドインソフト Statcel5 をダウンロードしていただくことにしました．

また今回の改訂では Macintosh 版を削除しました。Macintosh の Excel で
は Excel 2011 までサポートされていました VBA の互換性がなくなってしまい
ました．Excel 2011 for Mac のサポートも終了しております．多くの Mac ユー
ザーに愛用されていましたので，残念ですが仕方ありません．

さて今回の目玉はロジスティック回帰分析です．帯に「数式を使わない、4 
つのステップで誰にでも分かりやすい統計」とありますが，ロジスティック回
帰分析は，数式の理解と Excel の数式と操作をご理解いただいて，はじめて納
得のいく結果が得られます．ユーザーには最小限の設定で結果が得られるよう
にしました．ぜひ挑戦なさって下さい．

最後に，本書の構想や出版，ユーザーからの質問等を長年に渡って支援して
下さった，OMS 出版の皆様に感謝いたします．

2023 年　猛暑の夏に
柳井　久江　



市販の統計用紙に，びっしり書き込まれた
数字．そして，そろばん，計算尺，数表が３
種の神器であった時代．そろばんと計算尺が
電卓に置き換わっても，統計処理は時間のか
かる根気の要る作業であったのは，それほど
昔のことではありません．しかし，手間暇掛
け，苦心して作り出した図表，数値は不思議
と親しみを感じ，自分のやった実験，書き上
げた論文，レポートがいっそう充実感を与え
てくれます．「魔法の紙」「魔法の計算用紙」
実際の紙ではありませんから，「魔法の仮想
計算用紙」とでもいうべきでしょうか，Excel
や Lotus に代表される「スプレッドシート」
の登場は数値データの統計処理の能率を飛躍
的に向上させてくれました．しかし，あまり
に能率が良すぎて，つい仕事量を増やしてし
まい，疲れを知らないパソコン相手に，人間
のほうがぐったりしてしまう欠点はあります．

それにしても，他人任せの数値は信用でき
ないという潔癖症の人でなくても，自分の実
験結果は自分で処理しないと一仕事完結した
という実感はなかなか湧きません．情報を整
理して，プレゼンテーションに使う基本統計
処理はあまり問題ないにしても，実験結果と
して得た数値データの背後にある何か有意義
な構造を推論するとなると，具体的にどのよ
うな処理をすればよいのか，分厚いアプリ
ケーションマニュアルを精読しても，なかな
か，解答は得られないものです．ただでさ
え忙しい日常に，煩雑な統計理論を改めて
チェックするなど，超多忙型現代人にはとて
も考えられないことです．

ここで本書の登場です．提示された多数の
実際の統計処理例は，数値データを変えて利

用するか，あるいは類似例として，実際には
処理を少々修正することで活用できます．目
的により，どのような統計処理をすればよい
のかは Preparatory Course 3 の「目的と方
法リスト」から容易に検索できます．生デー
タを前にそのデータの内在する意義の分析で
思案に暮れたとき，本書を開いてごらんに
なってください．きっと同じようなデータを
用いた例題が見つかるでしょう．主に医学的
データを扱っていますが，もちろん他の分野
でも応用できる例題です．

各例題は，
　1．データセットの準備
　2．仮説の設定
　3．検定処理
　4．結果と判定

という４つの段階を踏んで，分かりやすく解
説してあります．本書で扱う統計処理は，す
べてインストールした添付のアドインソフト

「Statcel」上で実行します．
添付のアドインソフト，柳井久江製「Statcel」

は Excel のマクロ言語 Visual Basic for Appli-
cations で記述されています．

本書により，多忙な研究者が煩雑な統計処
理に掛ける時間を少しでも軽減でき，余った
エネルギーをより有効に活用できることにな
れば幸いです．実例データを収集し，多くの
実験室，研究所で活用できると思われる統計
処理の実例をあげましたが，まだ思わぬ誤解，
誤謬があるかもしれません．大方のご教示，
ご叱責を賜りたく思います．

1998 年　春　　

柳井　久江　
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